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平成２４年第９回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

召 集 期 日 平成 24 年 9 月 11 日（火）午前 10 時 00 分 

開 会 場 所 幸手中学校 ２階 会議室 

開会の日時・宣告者 平成 24 年 9 月 11 日（火）午前 10 時 00 分 石 井 澄 江

閉会の日時・宣告者 平成 24 年 9 月 11 日（火）午前 11 時 15 分 石 井 澄 江

委

員

出

席 
状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要

委 員 長 石 井  澄 江 出 席 教 育 委 員 新 島  育 郎 出 席

職 務 代 理 梨 本  松 男 出 席 教 育 長 戸 田 幸 男 出 席

教 育 委 員 若 林    繁 出 席 書 記：大 竹 孝 典・森 藤 真 紀 

議 
 
事 
 
参 
 
与 
 
者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 次 長 成 田 博   

総 務 課 長 木 村 卓 朗   

学校教育課長  村 田 和 夫   

生涯学習課長  金 子 光 夫   

市民スポーツ課長 鈴 木 栄   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 
午前 10 時 00 分 

 
日程第１ 
前回会議録の承認に

ついて 
 
 
日程第２ 
議案 

議案第２４号 

幸手市文化財保護審議会

委員の委嘱について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
専決報告第７号 

教育長の専決処理に対

する報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 
 開会を宣する。 
 
委員長 
 前回会議録の内容について質問を求める。 
≪質疑≫ 質疑なし。 
≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 
生涯学習課長 
 議案書により説明する。 
≪質疑≫  

新島委員 
 新任委員のご紹介をいただきたい。 
生涯学習課長 
 新任委員の紹介をする。 
委員長 
 委員の活動内容を伺いたい。 
生涯学習課長 
 市の指定文化財を決定する為の審議、破損した文化財修繕

についての審議等を行っている。そのため、毎年審議会を

開催するものではない。 
≪採決≫ 全員賛成により原案どおり議決。 

 
総務課長 
 パート職員の任命について説明する。 
学校教育課長 
 臨時的任用職員、および非常勤講師の内申について説明す

る。 
≪質疑≫ 
委員長 
 非常勤講師の業務名に「指導の充実」とあるが、これは他

校でもお招きできるのか。 
学校教育課長 
学校や学級の実態に対応しての効果が期待できる場合、県

教育委員会との協議によって非常勤講師を配置できる場

合もある。先ず、校長と市教育委員会で協議を行った結果、
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日程第３ 
行政報告 

１教育長報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この期間、県の規定に基づき非常勤講師の配置を行いたい

ということで内申したところである。 
委員長 
 ≪採決≫ 全員賛成により原案どおり承認 
 
教育長 
 教育長報告資料により説明する。 
 １ ８月２１日に開催された人権教育研修会で全教職員

に配布した資料「いじめ問題への取組に関するメッセ

ージ」について 
 ２ 学校におけるスポーツ外傷等による脳脊髄液減少症

への適切な対応について（文科省及び県教委通知。全

県校長会及び養護教員研修会資料） 
 ３ 平成２４年第３回幸手市議会定例会一般質問（教育関

係等）に対する答弁要旨について 
≪質疑≫ 
若林委員 
 教育に係わる課題が多数ある中で、今回の市議会定例会で

は多くの質問が出たが、委員長並びに教育長にはきめ細か

く誠意をもってご対応いただき、大変ありがたい。そこで、

さらに付け加えるような形で２点申し上げたい。 
 １点目は、来年度から８回実施される土曜授業について、

以前から申し上げているが、県費負担職員は通常、土曜・

日曜は勤務を要しない日となっている。しかしながら、今

回、長期休業日等に振り替えることで合法的に対応してい

るが、このくらいの回数が限度だろうと考える。今後、さ

らに県費負担職員を使って土曜授業を推し進めていけば、

おそらく学力向上には繋がらず、逆の効果が出てくるので

はないかと心配している。そういった意味合いから土曜授

業の実施については、今後、市の予算で指導者を確保し、

子どもたちも自主的・主体的に土曜授業に参加できるよう

な、市独自の取組を模索していく必要があるだろうと考え

る。 
 ２点目は、各学校の学力向上について、今後、課題解決プ

ランを作って具体的な取組がなされるとの話が教育長か

らあったが、各学校もおそらく学力の問題について十分課

題意識を持っていると思う。この問題を各学校が主体的に

受け止め、具体的な方策を考え実践するためには、各学校
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２事務局からの主要

な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の主体的な取組に任せる必要がある。 
 私が思うに学力低下の原因の一つとして、各教科のベース

となる国語や算数の力、各教科における生徒指導が不十分

なため、全体的な学力向上には繋がっていかないと感じて

いる。学習を進める上でのベースとなる国語や算数の力の

充実、教科における生徒指導を各学校に十分指導するとと

もに、場合によってはこの課題を教育委員会の重点課題と

し、学校も共通の課題として取り上げる、そういうことも

今後検討していく必要があると考える。 
委員長 
 学力向上には全力をもって取り組んでいかなければなら

ないと思っており、これからも一つ一つの課題解決に向け

て、迅速に対処していってほしいと思う。 
 
学校教育課長 
 土曜授業の実施においては、１年間近くかけて十分検討

し、先生方にも納得していただいた。今後、全ての学校で

成果が上がるよう支援していく。 
学力向上にかかる課題解決プランについては、先ほど若林

教育委員から、学校が問題を主体的に受け止め、具体的な

方策を模索し、実践していくことが大事とのお話をいただ

いたが、教育委員会では８月に臨時校長会を設け、その中

で課題解決プランの内容についても吟味した。一つ一つの

問題をきちんと分析し、それに対する方策が抽象的なもの

ではなく、より具体的で何をすべきかがわかるようなもの

にし、先生たち全員が意識して取り組み、常に日々の授業

の中で実践していけるような内容になるよう各学校にお願

いしたところである。その際に、参考となる具体的な実践

例の紹介なども行い、例年と同じものではなく、一歩も二

歩も踏み込んだ形で作成していけるよう働きかけたところ

である。 
また、先ほどお話があった国語力や算数力など、基礎基本

の部分においては、県の学習状況調査以外に、教育に関す

る３つの達成目標があるが、そちらについて小学校は昨年

度、県平均を上回り、中学校も県平均に近づきつつある。

ただし、活用や応用力については、まだ及ばない現状があ

る。ベースとなる教科に力を入れながら、特に中学校にお

いては生徒指導ということで、各教科の学習規律の徹底を
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日程第４ 
協   議 
次回定例会の日程に

ついて 

 
 
閉   会 

午前 11 時 15 分 

図ることが第一の課題と考え、取り組んでまいりたい。 
 

 資料により報告する。 
 １ 大会・コンクール等の結果 

 ２ ９月中旬から１０月中旬の主な行事 
３ 小学校修学旅行実施予定日 
４ 吉田幼稚園の８月の行事、９月の行事予定 

生涯学習課長 
 資料により報告する。 
 １ 中央公民館の窓ガラスが割られたことについて 
 ２ ９月、１０月の行事 
 ３ 各施設の利用状況 
市民スポーツ課長 
 各施設の利用状況について、資料により報告する。 
≪質疑≫ 
委員長 
 学校教育課長より東中学校の生徒が埼玉県知事賞を受賞

されたことをご報告いただき、とても素晴らしいと感じ

た。今後も具体的な実践状況や学力向上の取組にかかる成

果を常にご報告いただけると大変ありがたい。 
 それから、県の研修会（埼玉県国公立幼稚園ＰＴＡ連合会

役員研修会）が市の施設で開催されるということは、市の

活性化にも繋がるので大変ありがたい。 
 最後に、各施設の参加人数が落ちているのは非常に残念だ

が、前回の参加人数を上回れるよう集客アップに向けて取

り組んでいただきたい。 
 
委員長 
 各委員の意見を調整した結果、次のとおり決定する。 

第１０回教育委員会定例会 
日時 平成２４年１０月９日（火）午前１０時～ 
場所 西中学校 会議室 
 

委員長 
閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 
な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 
 
 
               平成２４年１０月 ９日 
 
 
 
       委 員 長   梨 本 松 男 
 
 
       署 名 委 員   石 井 澄 江 
 
 
       署 名 委 員   巻 島 幸 男 
 
        
       署 名 委 員   戸 田 幸 男 
 
 

 

 

       会議録調整職員   大 竹 孝 典 
 
 
 
 

 


